




研究目的

　環境化学物質の遣伝的有害性の検定法として,染色体異常による検定あるい

は姉妹染色分体交換(SCE)による検定があるが,検定結果の解釈に当っては未だ

不明な点が多い。昨年度まではこの問題を中心に実験的検討を行い,微視突然

変異,発癌と染色体の交換型異常形成には形成機構上共通点が示唆され,環境化

学物質の検定に当って交換型異常形成能の有無が重要な点となることを指摘し

た。本年度は環境化学物質の持つ染色体作用のうち染色体組み換え誘起能の問

題点を検討した。


